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　暑い日々が続いておりますが，皆様いかがお

過ごしでしょうか．

　今回の「小児科」2025 年 8 月号の特集は，「小

児科医が診る泌尿器疾患アップデート―どう

診断・治療するか？　予後はどうか？」となって

おります．小児の泌尿器疾患は，クリニックや

病院の受診理由や主訴が必ずしも泌尿器疾患に

直結しないこともございますし，小児科だけで

なく小児外科・泌尿器科はじめ他診療科との包

括的な診療が必要となることも多い領域かと思

われます．こうした領域の様々な病態群・疾患

群につき，第一線の先生方に御執筆いただきま

した．包茎・夜尿症・尿失禁といった小児科で

もありがちな受診理由から，尿道下裂・陰茎湾

曲，停留精巣・精巣水瘤・精索水瘤，尿路結石・

尿路感染症，二分脊椎・神経陰性膀胱と，幅広

く各種病態・疾患をカバーしています．

　さらに，急性陰嚢症は，小児救急医療でも極

めて重要な領域です．夜間に泌尿器科を受診で

きない，泌尿器系だから小児科に断られたなど

の市民の困りごとが今でもまだ見聞きされま

す．そうしたことがないよう，小児科医として

のファーストタッチができるようにしておくこ

とも重要と思われますので，これは大切な項目

のひとつになります．以上，日常の診療におい

てたいへん役に立つ特集となっております．

　その他，小児気管支喘息の移行期医療，患者

の意志についての考察など，興味深い御寄稿も

いただいております．併せて御一読ください．

　まだまだ暑さが続きますが，皆様におかれま

しては，どうぞご自愛の上お過ごしください．

� （清水　直樹）
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